
Report

区　分

１人当たり平均賃上げ額（単位︓円） １人当たり平均賃上げ率（単位︓％, ポイント）

全 体

製 造 業

非製造業

規模の
大きい企業

規模の
小さい企業

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

2019年

20（BSI）

1 - 3
月

4 - 6
月

7 - 9
月

10-12
月

2020年

1 - 3
月

4 - 6
月

7 - 9
月

10-12
月

2021年

1 - 3
月

4 - 6
月

7 - 9
月

10-12
月

2022年

1 - 3
月

4 - 6
月

7 - 9
月

10-12
月

2023年

1 - 3
月

1 - 3
月

4 - 6
月

7 - 9
月

10-12
月

2024

製造業

非製造業

賃上げ

　  うち定昇

賃上げ

　  うち定昇

賃上げ

　  うち定昇

賃上げ

　  うち定昇

賃上げ

　  うち定昇

10,794

4,640

9,755

3,604

12,153

5,995

10,193

5,182

12,224

3,351

10,682

4,127

9,921

4,052

11,707

4,228

9,767

4,089

12,834

4,219

112

513

▲ 167

▲ 449

446

1,767

426

1,094

▲ 610

▲ 868

2024年度
予定

（Ａ)

2024年度
予定
（C)

2023年度
実績

（B)

2023年度
実績

（D)

前年度比
増減額

（A ー B)

前年度差
（C ー D)

2.46 

2.74 

2.08 

2.54 

2.26

2.66 

2.89 

2.34 

2.66 

2.64

▲ 0.20

▲ 0.15

▲ 0.25

▲ 0.12

▲ 0.38

同比0.25㌽減少した。定昇額については、5,995円
で同比1,767円増加した。
　また、企業の規模別でみると、規模の大きい企業
の賃上げ予定額は10,193円と同比426円増加、規
模の小さい企業の賃上げ予定額は12,224円と、同
比610円減少した。（図表４）

　　     まとめ

　2024年度春季賃上げに臨む企業のスタンスをみ
ると、賃上げについては、経営環境が厳しさを増す
中にあっても、諸物価高騰を背景とした労働側の大
幅な賃上げ要求や、人手不足・人材確保への対応に

加え、政府などからの社会的要請の高まりもあって、
前年に続いて積極的に取り組んでいる。特に、非製
造業は、図表５のとおり、2023年以降業況が着実
に改善しており、2024年度の賃上げは、2023年度
よりも積極的なスタンスとなっている。
　しかしながら、まだ３割弱の企業が賃上げに対す
る取り組みを未定としており、賃上げに積極的に取
り組む企業と、厳しい収益環境の中で賃上げを決め
かねている企業に２極化しているようにうかがわれ
る。賃上げは、今後の消費動向を左右する大きな要
因であるため、今後の動向が注目される。

■図表 4：2024 年度春季 1人当り平均賃上げ予定額・賃上げ率

■図表 5：業況判断 BSI の推移

( 注 ) 平均賃上げ予定額及び賃上げ予定率はともに定昇、ベースアップ込み加重平均による。  
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　　　　　視察 1　台灣保來得股份有限公司

　滞在 1 日目、台北・松山空港に到着した一行は、

その足で台灣保來得股份有限公司（台湾ポーライ

ト）を訪問しました。同社はポーライト株式会社

（本社：さいたま市北区）の台湾現地生産販売法人

で、金属の粉末を金型に入れて押し固めて高温で

焼結する “ 粉末冶金 ” と呼ばれる加工技術で知ら

れています。同社はグローバル企業で、台湾ポー

ライトは、1968 年創業で昨年 55 周年を迎えまし

た。台湾進出の日系企業では先駆者的存在で、現在、

台湾ポーライトの従業員数は約 1,600 人、売上高

は日本円で約 338 億円となっています。

　同社ではまず事業全体の概要と台湾ポーライト

設立の経緯と歴史について安部良夫董事・副総経

理から説明を受けました。その後、班に分かれて

工場見学を行いました。

台湾経済視察ツアー報告台湾経済視察ツアー報告
ぶぎん地域経済研究所 海外視察

ぶぎん地域経済研究所 調査事業部長  藤坂　浩司

　ぶぎん地域経済研究所は、2024 年 2 月 27 日－ 3 月 1 日まで 3 泊 4 日の日程で、台湾（台
北、高雄、新竹ほか）を訪ねました。今視察は、 半導体を軸にエレクトロニクス産業で世
界的に躍進を続ける台湾を訪問し、新竹サイエンスパークをはじめ現地の最新技術動向な

どを巡る目的で企画しました。視察には事務局
を含めて 17 名が参加し、企業視察 2 社（日系
企業、現地企業各 1 社）をはじめ、世界的な研
究開発機関として知られる財団法人工業技術研
究院（ITRI）、世界最大の半導体ファウンドリ企
業、台湾積体電路製造（TSMC）の関連施設で、
同社の歴史を知ることができる TSMC 台積創新
館を見学しました。
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に刺して組織を焼死させて治療する「腫瘍用イン

テリジェント高周波熱焼灼システム」など紹介を

受けました。視察参加者は 1 つ 1 つの開発案件の

説明に熱心に耳を傾けていました。　

　後半は日本産業研究チームの 何
ホウ　ジャア　ジェン

佳 娟 チーム長

から、「台湾ハイテク産業の発展と ITRI の台日連

携促進」をテーマに講演を頂きました。その内容

は「台湾産業発展を取巻く環境」「台湾ハイテク産

業の発展と ITRI」「ITRI ／ ISTI の台日連携推進部

署と事例」の 3 点で、ITRI が台湾の産業発展にこ

れまでどのように関わり、また今後、どのような

技術や産業が有望なのかなど貴重な情報提供を頂

きました。最後に視察参加者と何佳娟チーム長で

意見交換が行われ、参加者からは積極的な質問が

出されました。

　　　　　視察 3　葡萄王生技股份有限公司 
　　　　　　　　　（Grape King BIO Ltd）

　工業技術研究院の視察を終えた一行は昼食を挟

んで、桃園市にある葡萄王生技股份有限公司の生

物科技研究所を訪ねました。同社は台湾株式市場

に上場する 1969 年創業の医薬品メーカーで、現

在は最先端技術と革新的な研究開発でバイオテク

ノロジー業界のリーダー的存在として知られてい

ます。同社はキノコ類やプロバイオティクスを中

心に研究を行っており、機能性素材としてセミタ

ケやヤマブシタケ、メシマコブの効能に着眼し、

約 30 年の研究歴を持ちます。特に台湾における

液体培養領域では市場シェア 1 位を誇ります。

　同社では研究所の江玲慧研究員と林珊主任に案

内を頂きました。最初に会社の概要と主な研究分

野について説明を受けた後、早速、研究所内を見

学しました。キノコ類の研究実績では、例えば、

ヤマブシタケは、高齢者の認知機能の改善効果や

加齢性難聴の予防に効果が見られることや、セミ

タケではドライアイの症状を緩和する結果が得ら

れたなど個別具体的な成果を実験結果のエビデン

スに基づいて説明を頂きました。視察は約 1 時間

半におよび最後は全員で記念撮影をして同社を後

にしました。

ポーライトの創業者、菊池辰之介氏の写真を背景にして記念撮影 工業技術研究院本部を背景に記念撮影

　工場ではまず、主力の粉末冶金の生産現場を見

学しました。用途ごとに金属粉を成形してプレス

で固める工程をはじめ、固めた部品の物性を高め

る熱処理（焼結）や、必要に応じて行う油の含浸、

機械加工などの工程を見学しました。

　台湾ポーライトでは、自動車向けにギア部品や

小型モータの軸受け部品を生産しているほか、燃

料電池のセパレータ部品や電動工具用部品など多

様な製品を生産しています。中でもギア部品の生

産が最も多く、「生産品は一部が台湾国内に供給さ

れる以外は、グローバルに輸出されている」（安部

董事・副総経理）という説明に、参加者は熱心に

耳を傾けていました。また同社では、最新の金属

3D プリンタを使って、一般の機械加工では難しい

複雑な形状の部品を試作して、顧客との設計すり

合わせリードタイムを短縮する取組みも行われて

いました。

　　　　　視察 2　財団法人工業技術研究院

　滞在 3 日目、29 日午前、視察団一行は新竹市に

ある財団法人工業技術研究院（略称：ITRI）本部

を訪問しました。ITRI は 1973 年に設立された世

界的な研究開発機構として知られ、在籍する研究

者数は 6,000 人を超えます。日本では国立研究開

発法人産業技術総合研究所と類似した活動を行う

組織ですが、科学技術の研究開発を通じて、産業

の発展と経済価値の創造、社会福祉の促進に取組

んでおり、これまでに、台湾積体電路製造股份有

限公司（TSMC) や聯華電子股份有限公司（UMC）

など世界トップレベルの企業を含めて、165 社を

超えるベンチャー企業を育成しています。到着し

た一行はまず、組織の紹介ビデオを見た後、ITRI

の研究開発事例についてショールームに移動して、

日本産業研究チームの 廖
リョウ　セイ　ガイ

聖 愷 氏から説明を受け

ました。開発分野は多岐にわたり、一例として、

眼球注射の代わりに黄斑変性症を治療する点眼薬

の開発や、医療用電子機器で超音波画像と治療用

電気治療用針を組み合わせて、電極針を治療部位

日本産業研究チーム、何佳娟チーム長 江玲慧研究員から説明を受ける視察参加者
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ました。最後に台湾有事に関しては、德元氏の個

人的意見としながら、「中国が台湾に攻め込んでく

ることはまずないだろうと思います。台湾の人た

ちを含めて、こちらで生活していているとそんな

緊迫感を感じることは全くありません。但し、若

い人たちは自分たちが戦争に行かなければならな

い可能性もあるので怖いという話は耳にします。

中国は過去 40 年間、台湾に攻め込むと言ったこ

とはありません。武力を使うのではなく “ グレー

ゾーン作戦 ” といってプレッシャーを与えながら

恐怖感を煽って心理戦で台湾の人たちにやはり中

国が強いんじゃないかと思わせていくのがメーン

シナリオではないかと思います」と説明頂きまし

た。いずれのテーマも日本では実情が分からない

内容で、大変貴重な機会を得ました。最後は德元

氏を囲んで記念撮影を行い、別れを惜しみました。

　　　　　まとめ

　AI や DX の市場発展を背景にして半導体産業の

成長が世界的に加速しています。台湾は国策とし

て半導体産業の育成に力を入れてきたことで知ら

れますが、特に近年では TSMC が日本国内で製造

拠点を構えるなど台湾の存在感が増しています。

こうした環境の中で実施した視察は 3 泊 4 日とい

う駆け足で終わりましたが、日本では分からない

台湾産業の実力を実感することができました。ま

た、視察 2 日目は台湾の祝日にあたり観光を実施

しました。日本統治時代に建設された旧台湾製糖

工場跡地の台湾糖業博物館、故宮博物院、レトロ

な街として知られる九份を訪ねました。

　　　　　視察 4　 TSMC 台積創新館

　視察最終日、一行は世界最大の半導体ファウ

ンドリ企業、台湾積体電路製造（TSMC）の施設

で、半導体産業と同社の歴史を知ることができる

TSMC 台積創新館を訪ねました。TSMC は 1987 年、

張忠謀（モリス・チャン）氏が創業した半導体の

受託製造に特化した企業として知られています。

視察直前の 2 月 24 日、TSMC は日本初の生産拠

点として熊本県菊陽町に熊本工場を建設、開所式

を開いたことから、タイミング良い視察となりま

した。

　施設に到着するとはじめに PR 映像を閲覧し、

その後、ガイドの案内で館内を見学しました。半

導体が現代社会に与える影響と貢献について具体

的事例を交えながら紹介されたのをはじめ、半導

体が、用途や需要に応じて、様々な種類に分かれ

ていることや、原料となるシリコンから半導体ウェ

ハがどのようにして製造されるのかプロセスの紹

介などを順に見て回りました。また、張忠謀氏の

生い立ちから、TSMC 設立に至る経緯、そして半

導体開発の歴史と TSMC の歴史の相関性を学ぶこ

とができました。半導体開発の歴史は微細加工と

集積化の繰り返しですが、TSMC が半導体産業を

いかに牽引してきたかを知る機会を得ました。そ

して最後には、参加者全員が VR（仮想現実）技術

を用いた体験をしました。

　　　　　双日台湾社、 
　　　　　德元社長によるブリーフィング

　帰国前日の夜、夕食会場に台灣双日股份有限公

司の德元克好董事長・総経理兼台南出張所長をお

招きして、商社ビジネスの現場から見た台湾のト

ピックスについてブリーフィングを頂きました。

德元氏は①親日の実態、②半導体ビジネスの動向、

③台湾有事の可能性－の 3 点について自身の経験

を踏まえて知見を述べられました。親日と言われ

る台湾の実態について德元氏は「台湾企業には日

本に留学した社長さんが多く、台湾の人に聞くと

99% の人が日本好き」とした上で、親日の事例と

して「台湾の経済団体でトップ 100 の企業が集

まった三三会（三三企業交流会）に、準会員とし

て日本企業が約 30 社加入していますが、定例会

では日本語通訳を入れてくれる。それぐらい日本

企業や日本人とコミュニケーションを取ろうとし

ていますし、私たちを大切にしてくれます。本当

にここに来て良かった」と感想を交えた実情を披

露頂きました。また半導体ビジネスについては、「半

導体関連の設備投資は続いています。部材を納入

している業者など関連事業者は好調ですが、それ

以外はそんなによくない状況だと思います。台湾

は輸出産業がメインですが、過去 14 ヵ月は前年

比でマイナス 20% の輸出状況が続いていました。　

　台湾は半導体が国の政策のメインですので、政

治的な判断もあり、半導体分野で日本と協業した

いという台湾側の情報を収集しながら日本企業と

の新しいビジネスを探しています」と説明を頂き

VR 体験をする参加者

最前列中央が德元氏 台積創新館前で記念撮影
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ました。最後に台湾有事に関しては、德元氏の個

人的意見としながら、「中国が台湾に攻め込んでく

ることはまずないだろうと思います。台湾の人た

ちを含めて、こちらで生活していているとそんな

緊迫感を感じることは全くありません。但し、若

い人たちは自分たちが戦争に行かなければならな

い可能性もあるので怖いという話は耳にします。

中国は過去 40 年間、台湾に攻め込むと言ったこ

とはありません。武力を使うのではなく “ グレー

ゾーン作戦 ” といってプレッシャーを与えながら

恐怖感を煽って心理戦で台湾の人たちにやはり中

国が強いんじゃないかと思わせていくのがメーン

シナリオではないかと思います」と説明頂きまし

た。いずれのテーマも日本では実情が分からない

内容で、大変貴重な機会を得ました。最後は德元

氏を囲んで記念撮影を行い、別れを惜しみました。
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て半導体産業の育成に力を入れてきたことで知ら

れますが、特に近年では TSMC が日本国内で製造

拠点を構えるなど台湾の存在感が増しています。

こうした環境の中で実施した視察は 3 泊 4 日とい

う駆け足で終わりましたが、日本では分からない

台湾産業の実力を実感することができました。ま

た、視察 2 日目は台湾の祝日にあたり観光を実施
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工場跡地の台湾糖業博物館、故宮博物院、レトロ

な街として知られる九份を訪ねました。
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